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心
の
病
気
は
、
人
生
の
あ
ら
ゆ
る

年
代
で
起
こ
り
ま
す
。
思
春
期
に
多

い
摂
食
障
害
、
青
年
期
に
起
こ
り
や

す
い
統
合
失
調
症（
精
神
分
裂
病
）、

中
年
期
・
老
年
期
に
多
い
う
つ
病
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
心
の
病
気
で
治
療
を
受
け

て
い
る
人
は
全
国
で
204
万
人
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
身
体
の
病
気
と
比
べ
て
も

か
な
り
の
数
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
心
の
病
気
で
入
院

し
て
い
る
人
は
約
33
万
人
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
7
万
2
千
人
は
地
域
の
受
け

入
れ
体
制
が
整
え
ば
、
退
院
で
き
る
人

た
ち
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
統
合
失
調
症
な
ど
は
、
お
よ

そ
100
人
に
1
人
が
発
病
す
る
一
般
的

な
病
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病
気
の

わ
か
り
づ
ら
さ
の
た
め
に
、
ご
く
身

近
な
人
た
ち
か
ら
さ
え
理
解
さ
れ
に

く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

心
の
病
気
と
い
う
だ
け
で
、
な
か
な

か
周
囲
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
不
自
由

な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
が
、
私
た
ち

の
周
り
に
も
大
勢
い
ま
す
。
そ
ん
な
状

況
を
少
し
で
も
変
え
よ
う
と
、
蒲
郡
市

内
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・
団
体
・

市
民
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

私
た
ち
み
ん
な
が
、
心
の
病
気
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
心
の
病
気
や
日
常
生
活
で
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
豊
川

保
健
所
蒲
郡
支
所
、
蒲
郡
市
役
所
福
祉

課
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
の
経
過
と
留
意
点

う
つ
病
の
治
療
に
家
族
の
果
た
す

役
割
は
大
変
大
き
い
も
の
で
す

〈心にあらわれる症状〉
・朝のゆううつ
・朝刊を読む気にならない
・ 服装や身だしなみにいつものように
関心がなくなる
・仕事にとりかかる気になれない
・根気が続かなくイライラする
・決断がなかなかつかない
・人に会うのがめんどうに感じる
〈身体にあらわれる症状〉
・朝早く目が覚めてしまう
・朝食を食べる気にならない
・身体がだるい
・下痢と便秘
・疲れやすい
・頭が痛い、頭が重い

～朝方、特に調子が悪いのが特徴です～〈心にあらわれる症状〉
・ 自信がなくなり
　自分なんか生きていても仕方ないと思う
・淋しくて　涙ぐむ
・ 過去のことを悔やみ
　将来に希望がもてなく
　死にたいと思う
・決断力が全くなくなる
・全く口がきけなくなり動け
　なくなる
〈身体にあらわれる症状〉
・早朝覚醒が一層ひどくなり
　眠りが浅くなる
・疲労感が強くなる
・性欲が減退する
・食欲が全くなくなる
・体重が減少する

気分の正常水準

十分な睡眠と休息

勝手な服用中止は禁物
治療は3ヶ月～2年かかります
根気よく時期を待ちましょう

軽い日課で
生活のリズムを

楽な家事
散歩　趣味

社会復帰は慎重に
もう治らない
　ような気持ち

回復が
もどかしく　

待てない気持ち　　

発病直後に治療を始めても約
2週間は薬の効きめが現われ
てきません

ここで励ますと
焦りを生じて
逆もどりしがちです

復帰後も軽い抑うつは必ずあ
りますが1週間程で治ります

大事な決定は病気が
回復してから

干渉せず温かく見守ろう

必ず治るのだと
支持を与え
安心してもらう
ことが必要です

励ましは禁物

兆候に気がついたら
専門家にいくように
家族の方からすすめ
ましょう

決してなまけてい
るのではなく病気
の為であることを
理解しましょう
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う
つ
病
の
始
ま
り

う
つ
病
が
進
む
と

終日寝たままの状態となる


